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令和 4 年度認知症介護指導者フォローアップ研修 

最新の認知症介護知識【指導者としての活動の共有】 

グループディスカッション用紙 

科目名 1/31（火）指導者としての活動共有  

 

ディスカッション内容 

 

 

 

実践者研修修了者へのフォローアップ研修内容 

 

実践リーダー研修修了者へのフォローアップ研修内容 

 

 

令和 4 年度認知症介護指導者フォローアップ研修 最終日（R5.2.6） 

最新の認知症介護知識【指導者の活動 課題解決】 

グループディスカッション用紙 

 

グループメンバー： 

● 5 日間の振り返り 

 

 

● フォローアップ研修で学んでみたいこと 

 

 

● 今後に向けて（実践研修内容や指導者の活動等）確認しておきたいこと 

 

 



































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       資料 
 

 

 令和４年度認知症介護指導者フォローアップ研修募集要項 

 令和４年度認知症介護指導者フォローアップ研修参加状況【道県市別受講者一覧】 

 令和４年度認知症介護指導者フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会議事録（要旨） 
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令和４年度 認知症介護研究・研修仙台センター 

認知症介護指導者フォローアップ研修受講者募集要項 

 
 

１ 研修のねらい 
認知症介護指導者フォローアップ研修は、認知症介護指導者養成研修修了者に対し、

一定期間ごとに最新の認知症介護に関する専門的な知識や指導方法等を修得させること

により、第一線の介護従事者に対して最新の認知症介護技術を的確に伝達できるような

体制を整えることをねらいとしています。 
 
２ 研修対象者 

研修対象者は、次の（１）及び（２）の要件を全て満たす者のうち、都道府県知事又

は指定都市市長（以下「都道府県知事等」という。）から推薦された者の中から、認知症

介護研究・研修仙台センター（以下「センター」という。）長が認めた者とします。 
（１）次のいずれかの要件に該当する者 

① 認知症介護実践研修の企画・立案に参画又は講師として従事している者 

② 認知症介護実践研修の企画・立案に参画又は講師として従事することが予定され

ている者 

 （２）認知症介護指導者養成研修修了後１年以上を経ている者 

 
３ 研修受講者と対象地域 

センターの対象地域は、原則として下記の都道府県・指定都市です。 
 （北海道地域）北海道、札幌市 

（東北地域） 青森県、岩手県、宮城県、仙台市、秋田県、山形県、福島県 

（中国地域） 鳥取県、島根県、岡山県、岡山市、広島県、広島市、山口県 

（四国地域） 徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

 
４ 研修内容 

原則として「認知症介護実践者等養成事業の円滑な運営について」（平成 28 年 3 月 31
日老総発第 0331 第 3 号厚生労働省老健局総務課長通知）の別紙１の（７）の認知症介

護指導者フォローアップ研修の標準的なカリキュラムにより実施します。 
 

５ 受講手続き 

（１）必要書類 
① 受講申込書 （別紙様式１） 
② 所属長等の承諾書 
③ 認知症介護指導者フォローアップ研修に係る申込書 （別紙様式２） 
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（２）手続き 
都道府県等は、下記期日までにセンターあてに、前記（１）の書類を送付願います。 
なお、都道府県等とセンターとの受講に関する諸手続きは、受講決定通知後に行い 
ます。 

【認知症介護指導者フォローアップ研修締め切り期日】 

令和４年９月１６日（金）必着 

 

（３）受講者の決定 
研修受講時期を調整したうえで、受講者を決定します。 
なお、１回あたりの受講定員は今年度は新型コロナウィルス感染症等対策を考慮し

原則とし 18 名とします。受講定員を超えた場合は、先着順により受講者を決定し

ます。 
 

（４）受講者の決定通知 
下記の期日までに都道府県等あてに通知します。 

【研修受講者決定通知】 令和４年９月２２日（木） 

 
６ 研修日程 

第１回 センターにおける研修 
令和４年１１月１４日（月）～令和４年１１月１８日（金） 

    ※ オンライン研修の場合 
    令和４年１１月１４日（月）、１５日（火）、１７日（木）、１８日（金）、 

２２日（火） 
第２回 センターにおける研修  

令和５年 １月３０日（月）～令和５年 ２月 ３日（金） 
※ オンライン研修の場合 

    令和５年 １月３０日（月）、３１日（火）、２日（木）、３日（金）、 
６日（月） 

 
※受講申し込み状況や新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じて、開催回数

の増減やオンライン研修に開催方法を変更する場合があります。 
※インターネット環境が整っていない場合、ノートパソコン及びポケット wifi の貸

し出しをします。 

 
７ 研修場所 

社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究・研修仙台センター 
         （宮城県仙台市青葉区国見ヶ丘６丁目１４９－１） 
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８ 費用負担 

   受講料 １９０，０００円 
  受講料の納入方法については、必要に応じて各都道府県等と調整します。 
  受講開始後は、いっさい返金しません。 
 
９ その他の費用負担額 

（１）宿 泊 費  １人１泊２，０００円（6泊した場合 12,000 円） 

           （センターの宿泊施設を利用する場合の素泊まり料金） 

＊宿泊施設の利用の可否は、当センターが決定します。（先着順） 

＊宿泊室は 14 室のため利用できない場合があります。ご希望に

添えない場合は、ご自身で宿泊施設の手配をお願いいたします。 

 

 （２）食   事  センターの食堂（定食のみ）を利用した場合 

朝食２９７円、昼食３６３円、夕食３６３円      

      

10 研修受講者の遵守事項 

研修受講者は、センターの諸規則を遵守していただきます。 

 
11 個人情報の取り扱い 

（１）受講申込書にある研修受講者に関する個人情報は、センターが厳重に保管し、以下

の目的のために使用します。 

 ① 認知症介護指導者フォローアップ研修に関する資料等の送付 

 ② 認知症介護指導者フォローアップ研修の授業準備 

 ③ 認知症介護指導者フォローアップ研修の教育評価 

④ 認知症介護研究・研修センター（仙台・東京・大府）が実施する事業についての協

力依頼 

⑤ 認知症介護研究・研修センター（仙台・東京・大府）が実施する事業についての情

報提供 

 ⑥ その他、研修受講者・修了者にとって有益だとセンター長が判断した情報提供 

 

（２）研修受講や修了までに至らなかった者についての受講申込書にある研修受講者に関

する個人情報は、直ちにセンターで破棄します。 

 

12 研修の取り消し 
（１）センター長は、研修受講者がセンターの諸規則に違反する等、研修受講者としてふ  

さわしくない行為があった場合は、研修の受講を取り消すことができます。 

 

（２）センター長は、研修の受講を取り消した場合は、本人に文書により通知するととも 

に、その理由を付し厚生労働省へ報告し、研修受講者を推薦した都道府県等の長に通 

知します。 
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13 修了証書の交付 

センター長は、研修修了者に対し、別紙様式３の修了証書を交付します。 
 

14 修了者の登録 
センター長は、研修修了者について、修了証書番号、修了年月日、氏名、生年月日等   

必要事項を記入し、認知症介護指導者フォローアップ研修修了者として登録し管理します。

別紙様式１                                      （認知症介護研究･研修仙台セン

ター） 
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令和４年度認知症介護指導者フォローアップ研修参加状況 【道県市別受講者一覧】 

認知症介護研究・研修仙台センター 

 

No. 道県市名 
修了者氏名 令和４年度 

修了者数 第 1回 第 2回 

１ 北海道 
池 野 大 介 

松 山 岳 詩 
－ 2 名 

２ 青森県 外 井 加 奈 子 － 1 名 

３ 岩手県 － － － 

４ 宮城県 － － － 

５ 秋田県 － － － 

６ 山形県 － 安 井 健 1 名 

７ 福島県 － 
八 巻 美 紀 
齋 藤 光 樹 

2 名 

８ 鳥取県 崎 上 麻 衣 子 － 1 名 

９ 島根県 － － － 

１０ 岡山県 － － － 

１１ 広島県 丸 井 芳 幸 加 藤 利 明 2 名 

１２ 山口県 － － － 

１３ 徳島県 － － － 

１４ 香川県 － 手 嶋 伸 二 1 名 

１５ 愛媛県 － 二 宮 浩 1 名 

１６ 高知県 － 大 井 田 篤 彦 1 名 

１７ 札幌市 横 井 康 明 － 1 名 

１８ 仙台市 － 
森 本 浩 史 
木 村 信 幸 

2 名 

１９ 岡山市 － － － 

２０ 広島市 － － － 

計 6 名 9 名 15 名  

※敬称略 
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令和４年度第１回認知症介護指導者フォローアップ研修 

カリキュラム等検討委員会議事録（要旨） 
 

  日  時 令和４年 5 月 10 日（火）１5:００～１7:００ 

              開催方法 オンライン会議（Ｚｏｏｍ） 

 

出 席 者  

木 村 むつみ （43 期生・札幌市） 小規模多機能型居宅介護むつぎ 

   橋 本 好 博 （18 期生・福島県） グループホームすずらんあかり 

   阿 部 一 志 （36 期生・鳥取県） 介護付き有料老人ホーム翠のさと 

   佐 藤   真 （13 期生・秋田県） 合同会社スィーダ 

   田 中 惠 子 （37 期生・福岡市） 社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会 

   川 添 揚 一 （48 期生・堺市 ） クロストリップ合同会社 

時 田   学  有識者 日本大学 

 仙台センター 加藤 伸司 阿部 哲也 矢吹 知之 吉川 悠貴 合川 央志 

         田村 みどり 櫻庭 由紀 佐々木 昌治 

    

１．開会 

加藤センター長挨拶 

検討委員自己紹介 

 

２．フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会の設置について（資料１） 

  資料 1 に基づき説明 

 

３．フォローアップ研修カリキュラム等検討委員会 委員長・副委員長の選出（資料２） 

  委員長 ：矢吹研修部長 

  副委員長：佐藤検討委員 

             以上に決定した。 

 

４．令和４年度フォローアップ研修について                                   

 

(1) フォローアップ研修目的および実施について（資料３） 

   資料３-①～③に基づき説明 

 

（2）令和 3 年度フォローアップ研修内容の振り返りについて（資料４） 

   資料４-①～⑥に基づき説明・研修内容とアンケート結果を確認  

     

(3) 令和４年度フォローアップ研修カリキュラム（案）について（資料５） 

  ・今年度は 2 回とも集合型研修での開催を予定している。カリキュラムについては、現状研修

講師向けの内容に特化している傾向がある。指導者の中には研修講師の役割を担っていないが 

  地域で活動している方も多い現状がある。 

   そこで、今年度のカリキュラムは、ひとつは直近の担当すべき科目が決まっている方向け、か

つ新カリを学びたいという講義計画書を作成するコースと、実践者リーダーの講師をしていない

が地域の中での教育でどのように生かすのかグループワークや個人ワークの中で自分の実際の

活動内容に落とし込む。あるいはケアの中でどう活かすのかというコースの 2 パターンを準備

して、受講者の希望で選択できる方法とする。 

 

５．その他 

  

６．閉会   

  佐藤副委員長挨拶 
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令和４度第２回認知症介護指導者フォローアップ研修 

カリキュラム等検討委員会議事録（要旨） 
 

  日  時 令和５年３月２０日（月）１５:００～１７:００ 

                開催方法 オンライン会議（Ｚｏｏｍ） 

 

出 席 者  

   木 村 むつみ （43 期生・札幌市） 小規模多機能型居宅介護むつぎ 

   橋 本 好 博 （18 期生・福島県） グループホームすずらんあかり 

   阿 部 一 志 （36 期生・鳥取県） 介護付き有料老人ホーム翠のさと 

   佐 藤   真 （13 期生・秋田県） 合同会社スィーダ 

   田 中 惠 子 （37 期生・福岡市） 社会福祉法人ふくおか福祉サービス協会 

   川 添 揚 一 （48 期生・堺市 ） クロストリップ合同会社 

時 田   学  有識者 日本大学 

 仙台センター 加藤 伸司 阿部 哲也 矢吹 知之 吉川 悠貴 合川 央志 

         田村 みどり 櫻庭 由紀 佐々木 昌治 

    

１．開会 

加藤センター長挨拶 

 

２．報告事項及び意見交換 

 

 （1）令和４年度フォローアップ研修カリキュラムについて（資料 1-①・②） 

（資料 1-①・②に基づき説明） 

 （2）令和４年度フォローアップ研修受講者（科目）アンケート結果について（資料 2-①～⑩） 

（資料 2-①～⑩に基づき説明） 

 （3）令和４年度フォローアップ研修受講者（全体）アンケート結果について（資料 3） 

（資料 3 に基づき説明） 

 （4）令和⒋年度フォローアップ研修カリキュラム検討委員第三者評価結果について（資料 4） 

（資料 4 に基づき説明） 

 

３．来年度の方向性について（資料 5） 

  ・第 1 回目を集合型で、第 2 回目をオンライン開催で検討している。また、今年度同様に 

  第 1 回を従来どおりの講義計画作成の実践的内容、第 2 回を認知症ケアの理念や授業設計法 

の学び直しに重きを置いた内容として、希望する内容を選択して受講できる方向で検討する。 

   ・オンライン研修に関しては、終了時間を 18 時から 17 時に短縮して 6 日間で内容を検討する。 

   尚、3 日間を週またぎ及び月をまたいでの日程であれば研修に参加しやすくなる意見を基に 

   日程についても検討することとする。 

   ・集合研修に関しても、オンラインと組み合わせて、3 日間程度の日数で開催できるよう 

   カリキュラム内容の検討をして、次年度の検討員会で検討することとする。 

 

４．その他 

 （1）報告書について 

  ・センターホームページのＤcnet 上に 4 月上旬に掲載する予定である。 

 

  （2）検討委員について 

   ・第 1 回目を 4 月に開催する予定である。（後日開催日日程調整） 

 

５．閉会  

 佐藤副委員長挨拶 
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